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発行号 H2８ ４月号
発行者 新潟県立小出特別支援学校

川西分校 進路指導部

入学・進級おめでとうございます。入学・進級おめでとうございます。

今年は少 雪のせいか、桜咲く新年 度の始ま りとな りました。

暖かな陽気の中、２８年度を気持ち よくスタートしましょ う。

将来に向けて大切 な１年がスタートします。

１年生は、「学校 に慣 れ、卒 業後の社会 生活を見据える」

２年生は、「自分 の得意なこと 、不 得意なことを見極め、自分を鍛える」

３年生は、「自分 の得意なところを生かした進路 を考え、実現を 目指す」

それ ぞれ の学年で、取り 組むべきことがあり 、１年１年が大 切な積み 上げです。

卒業後の 進路に向けて意識した取 組をしていきましょ う。

平成２７年度の卒業生の進路についてお知らせします。

＜卒業 生の進路状況 ＞

進路 先 ケアセンターハ ーモニー、ケアステ ーション 魚沼、長岡療育園

ワークセンターなごみ 、ワークセンターあんしん

株式 会社ノジマ 、株式会社メイケン、宮本警報器 株式会社、

特別 養護老人ホームみさと苑、株式会社 しんかわ、株式会 社はぶき

概 要 人 数 内 訳

福祉サ ービ ス利用 ３名 生活介護１・就労移行 支援１・就労 継続支援Ｂ型１

企業就 労 ６名 製造業３・老齢福祉１・卸売１・小売 １

どの 生徒も「自分は○ ○事業 所に行きたい」、 「企 業就労したい」と夢をもってがんば ってき

た生徒たちでした。職 場実習 を行う度 に、“社 会で求められる 力”と“自分 がもっている 力”の

差を感じ努力してきた生徒たちです。

また、皆さんが障がいのある 方の手帳 を所持して、進路先 に繋がりま した。中には、それ ま

での 自己理解 と新たに気付いた自分 への支援 や配慮の 必要性について葛藤があった生徒も

いました。しかし、在学 した３年間の 中で、自分 の得意なこと、不得 意なこと 、が んばればでき

ること、支援 や配慮を してもらいたいことを確 認して 、自分の 目指す進路 や必要 なツール を準

備してきたところです。

これか ら、卒 業生 たち は川西 分校 に在籍する 生徒 の目標 になる よう、社会 でが んばって く

れると思いま す。地 域の中で応援をよろし くお願いいたしま す。

ま た在 学する生 徒の 皆さん、保護者 の皆 さんは 、職 場実 習を中 心に取り 組むべ きことをし

っか りと考 え、１日１日を大切にして欲しいと思います。

卒業 するとき に「立派 な社会 人」になれる ように、ま ずは普 段の学 校生活を 大事にしていき

まし ょう。
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過去の困った事例から、未来へ向かって
～進路担当を始めてから今までこんなことがありました～

挨拶について･･･

「おは ようござ います」 、 「あり がと うございま した 」 「お先 に失礼いたします」
「よ ろし くお願いいたしま す」 。卒 業後 の社会 生活、職 場実習 に行 ったときに
は、色々 な人 に出会い挨 拶を交 わします。また、お互いが 気持ち よく仕事 を

したり、気軽 に仕 事のや りとり をしたりする 上では 、挨 拶するときの笑顔や
お辞儀など も大 切になりま す。

授業 や進路 面談をする ときに現場 での態 度の育 成や卒業 後の職 場生活での必 要性から、
挨拶の話 をします。その中でこんなや りとり があり ました。

「挨拶はちゃんとやっています。質問や報告 もしています」との生 徒の意見。
「朝は声を出して「おはよう」と言っていますよ、挨拶は できると思うんですけど…」と

保 護者か らの 意見。
「挨拶できま すよ。馬鹿にしないで ください」との怒り気味 の生徒の意 見。

一 方現場 の方 からは、挨拶 について「あまり いい評価が でき ない」というよ うなお話をい
ただくことが あり ました。自己評価と現場での評価に差があるようでした。

実 際の様 子を確 認する と、本人 が挨拶 をしている（しよ うと している）ことは、間違 いあり
ませ んでした。しかし ･･･。

・通り過ぎてか ら声を 掛ける。後 ろから声 を掛ける。
・挨拶のタイミン グが合 わず、相手に伝わらない。気付いてもらえない。

・機械 音が大 きい仕事場 でお辞儀 をしない（頭を下 げない）ため 、挨 拶をしているか わ
か らない。

・声が響きにくい（通りにくい）ため、声 が届いていない。
・表情が硬 く、怒 っているよう、ふ てくされているように見える。
・緊張しすぎて声 が出せず、相手が 待ちきれずにタイミングを失ってしまう。

等 々。

多くの 生徒を見てきた中 では、他の様々 な場面を 目の当たりにしていま す。
挨 拶の言葉 を言っている のは間違 いないのですが、相手に伝わる 、現 場で認 められ るレ

ベルに達していないことがあります。

逆 にどん なときにも大 きな声で挨拶 してしまい、 「そんなに大 きな声でな くてもわかる か
ら」と諭される 場面もあり ます。

生 徒によっては 、声 が出ない生徒もいましたが、自分からお辞儀 をしたり、手を 上げてア
ピール したり 、「おはよ う」の 相手の 声が けに、にっこり笑 顔で返して挨拶 し、挨 拶とわかっ

てもらえるケースが あり ます。
社 会に出たときには、人・場所・環境・場面・生活 スタイル ・約 束事などにあわせて、相 手

に伝わる挨拶 が求められます。

挨拶といっても、突然できるようになるわ けではありませ ん。

「おはようございます」の 言葉で考 えても、

・言 葉と内容 の理解
・発 音の仕方
・挨 拶の内容にあった態度 （姿勢や 表情→お辞儀や 笑顔）

・時 間に合った内容の 選択
・人 に合 わせた伝え方の 選択（その日に会った回数）
・場 面に応じた表現（相手が会話 中の場合など）
・環 境に合わせた発声量 等々

色々なことを身に付け、人・場 所・環 境・場面 ・生活 スタイル ・約束事 などに合わ せて「おはよう
ございます」と相手 に伝えることが必 要です。
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「たかが 挨拶」かもしれま せん。しか し「されど 挨拶」です。先日卒 業生がお世話 になる会社 の

社長様のところに行ってきました。そこで卒 業生に指導したことを教えていただきま した。

「“いいか、とにかく皆 さんに、挨 拶をしっかり すらんだぞ”と、教えたところですわ。

人に好かれないと働けないですから」

どんな印 象を持 ってもらえると周囲か ら受け入れ てもらえるか 、かわいが ってもらえるか、ひ

いては配慮や 支援を受けやすくなるかを見通して、お声がけいただいたのだと思 いま す。

周囲 から“してもらう”ば かり でな く、自分 から“できる ことを発 信していく” ことは とても重要な

のです。

挨拶 一つでも長い期間 を掛けた、毎日の 繰り 返しが大切 です。家 庭・学校で日常 的にできる

ようになり、相手に伝わる挨 拶を、普段の所作 として身に付けていけたらと思います。

保護者の皆様へ 子どもたちの進路実現に向けて

生徒の進 路については 、色 々と悩み がつきものです。

今の 時代、就職 をする上では大 学生でも保護者 に支 援を求 められます。定着 難という 事情も

あり 、企業 でも、福 祉サービスでも本人・保護者に対する視線は 厳しい状況です。

障がいがあるから“願えば、叶 う”、 “何 とかしてもらえる”ということでは あり ません。希望 する進

路先につながるには福祉 サービスの利 用も企業就労も保護者 の支援は大 切です。

一般の 高校 のよう に生 徒自 身が将 来を考 え、必 要なことを 準備していくことを 当校の 生

徒たちに求め るのは大 変なことだと思いま す。お子さんと一緒に保護 者が進路 の実情 を理

解した上で 、希 望と実態を 基に考えたり、願いが叶 うように準 備をしたり 、適性や 課題につ

いて教 員に相 談したり とお子 さんに合 った進 路実現 に向 けて、積極 的に進路 に関わる こと

をしていただきたいです。

ある保護者とのお話の中で…。

「 １年生 の時 から進路 教室 に出 ていて良か ったです。入 学した時 に将来を 考えると

どうなるか全然 分からなか った。進路だよりや 資料を見る けれ ど分からない言葉 （専門

用語 ）も多いし 、実情が 分からないことが 多かった。進路教 室に出ることで、色々 な実

習先 の写真が 見れて、事業所の 様子（業務内 容や雰 囲気、求められる こと ）や 社会の

こと、言葉の ことなど、分からないこと 、知 りたいことが分か るようになり ました。出たこ

とない人は、大丈夫なのかなと心配になりました」

卒 業後 の一番 の支援 者・理解者 は、ご家族です。保護者 の方 々から

も、在学中 から積極 的に関わ っていただき、情報を集 め、進路を 考えて

欲しいです。そしてたく さんの 支援者 がいる今 、みんなで進 路実現 に向

けて協 力していけたらと思います。

次 ページで毎 年行っている進 路教室の ご案内 をさせていただきます。

進路 に関 わる情報を 得たり 、考 える機 会になるか と思いますの で是非 ご

参加く ださい。

また、分からないことがあれば 、いつでも聞いて下さい。進路指導 部で全保 護者向けにお話を

する時は、企 業就労 から介護事 業所ま で幅 広くお話しすることになり、情 報量が多 すぎてしま う

ことがありま す。個別に聞いていただくことで、お子さんの実態 や居住 地事情に合 ったお話がで

きます。ち ょっと した疑問でもぜ ひお声 がけいただければ と思います。
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新潟県立小出特別支援学校 川西分校

進路教室のご案内進路教室のご案内
特別支援 学校を卒業すると多くの子 どもたちが“社会人”としての生 活を送りま す。

『進路 教室』では、その “社 会人”としての生活 を考え 、現 状を知 り、在学中 に何 を考え取り 組む

べきか、保護者や地 域の皆さまと一 緒に話 ができたらと思っていま す。

今年 度は、実 際の現 場の様 子を写 真や映 像を通 してお伝えする予 定です。実際の 様子を 見

ていただきながら、参加される 皆さんの 「？」を一緒 に考えていける会にしたいと考えています。

お子さんの将来について、みんなで考えていきまし ょう。

平成28年度の開催予定 日時： 下記の日 午後１： ３０～３： ００

場所： 小出特別支 援学校川西 分校 ３階作 業室

※予定する内 容をお示ししていますが、内容の 追加や変更 をする場合がありま す。

期 日 予 定する内容 重点対象

５月 ２０日 ・卒業後の生 活 と 現 場の様子

(金 ） ～卒 業生の例・実習の写 真・保護 者から～

１ ６月 ２０日 ・現場実習の 取り組み について ～仕組みと様子～ １年生

学 (月 ） ・保護者として取り組んでもらいたいこと

期 ７月２０ 日 ・社会生活の 様子と在 学中に取り組む べきこと

(月 ） ～卒 業生の保護 者を交えて～

８月 未定 ・外部講師による 研修 兼 ＰＴ Ａ進路研修

※テーマ ・時間・場所は未 定、進 路だよ り等で

お知らせしま す。外部か らの 参加も可能です。

９月 ２０日 ・前期実習を通して、卒業後の生活に向けて求められること

(火 ） ～実習の写真を通して～

２ ・福祉手当や制度 ～卒業後の生活・手帳の取得と更新～

学 １０月２０日 ・後期ふれあいジョブの様 子 ～写真を 通して～

期 (木） ・進路先への 手続き、手順について ３年生

・後期（卒業まで ）に身に付けること

１１月 未定 ・事業所の見 学 兼 ＰＴ Ａ進路研修

※ 時間 ・場所 は未 定です。進 路だより 等でお知 らせし

ます。当校ＰＴＡの みの参加になります。

３ １月 ２６日 ・後期実習の 様子から学ぶこと ～写真を通 して～

学 (木 ） ・ ３学期の取組と来年度 の見通し

期 ２月 ２０日 ・進路決定に向けて４月 からの取組 ２年生

(月 ） ・就労継続支 援Ｂ型 の利用に向けて

＜参加について＞

今年度 、特に聞いていただきたい学年については「重点学年」としていますが、

参加の制 限はありません。申込は 不要です。１１月の事業所 見学のみ、当校ＰＴ Ａ

を参加対象 とさせ ていただきます。

地 域の方 々か らも参 加可能 です。小 学校や 中学 校の時 から将来 を考えることは大切

ですので 、ぜ ひご参加ください。心よりお待ち していま す。

今 年度もよろしくお願いしま す。不 明な点が あれ ば、いつでもお問い合わせく ださい。

新潟県立小出特別支援学校川西分校
TEL ０２５－７ ６８－３３ ２５

FAX ０２５－７ ６８－３３ ７１

担当;進路指導部 細井哲明 佐藤正高


